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【スライド -1】
例年ですと、この選考経過・結果発

表の際に、ヘルスリサーチについてお
話をさせていただいているのですが、
今日は記念式典でお話しました。

【スライド -2】
ヘルスリサーチのあり方について

は、常に原点に返って考えることは
重要であり、研究者は趣旨に応じた
申請をしていただく必要があります。
これについては、「財団の歩み」とい
う資料があり、理念がまとめられて
います。記念式典の際に申し上げま
したが、「『ヘルスリサーチ』とは、一
人ひとりのクオリティ・オブ・ライ
フの向上を目的として、自然科学や
社会科学の成果を基に、（受療者側の
立場から）全ての人が最高の医療を享
受できるための仕組みを研究する学
術」です。そして、「医療の受け手側
の観点から医療を構成する要素を統
合し、これら一連の関連要素を、効
率的・効果的な社会システムとして
方向付けする」こと、すなわち患者の
立場と社会システムの両方を視野に
入れ、社会システムに還元するという立場が述べられています。

【スライド -3】
 1960年代にWHOから色々な提案がされたようですが、「従来の生物医学的研究は重要だ

が、いかにその知識と技術を医療として生かすか」、「知識や技術を役立てるためには、その
プロセスに影響を与える社会や環境に存在する諸要因を調査・研究して適切なシステムを作
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る。そのための基礎情報を得ることが
重要である」、そして「異なる学問領
域、職能者の協力によって、人間が保
健医学の恩恵をよりよく享受できるよ
うにするために役立つ知識が導入され
る必要がある」と、20年前に謳われま
した。本財団の設立にあたられた先生
方の慧眼に、改めて敬服いたします。

【スライド -4】
ヘルスリサーチには色々な学術が

必要です。具体的なテーマが書かれ
ています。若い方々が「ヘルスリサーチとは」ということを考える上で、この「財団の歩み」
は非常に参考になると思いますので、応募される時にはこれを一読してください。

【スライド -5】
具体的に審査のポイントをお話しさせていただきます。「医療・介護の現場で起こってい

る現象の実証的解明と問題解決」。これは問題解決型だということです。また、「医学の成果
を社会・臨床現場へ還元する」。対象は色々ありますが、医学の成果をどのように臨床現場
に還元するか、そのプロセスに多くの課題が存在しますので、解決していただきたい。ト
ランスレーショナルリサーチ、治験、レギュラトリー・サイエンス、制度、ガイドライン、
国際医療協力あるいは医学教育、看護学教育などのキーワードをあげることができます。
「医療における予測困難な現象の中に色々な法則性」が存在しますので、これを把握する

には、疫学研究やシステム研究が役に立ちます。さらに、「受療者・家族・医療従事者の社
会・経済的状況、心理、疾患・療養をめぐる理解、行動特性の把握と対応」。本日もこれら
の課題に関する発表が行われました。

研究にはデータが重要です。単に記述するだけではなく、数値化したデータが必要です。
また、何らかの仮説の検証をするということも大事です。次の課題・仮説に向かう姿勢も
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求められます。また、研究の意味や意義を述べる。そして、論文にしていただく。審査も
これらの点を考慮します。

【スライド -6】
今回は例年よりは少し応募が減りま

したが、国際共同研究45件、国内共
同研究（年齢制限なし）74件、国内共
同研究（満39歳以下）56件、トータル
175件で、10倍近い競争率でした。

【スライド -7】
研究費助成は、国際共同研究で8件

（1件300万円）、国内共同研究（年齢
制限なし）11件、国内共同研究（満
39 歳以下）10 件（いずれも 1 件 100
万円）、合計29件、4,436万円が採択
されています。

【スライド -8, 9】
今回、お出でいただいている先生

は次の通りです。
まず、国際共同研究です。

（国際共同研究助成の受賞者の所
属・氏名を発表する）

これらはいずれも国際共同研究で
すが、これは単に、日本で行われて
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いた研究を外国でも行うという事ではなくて、日本でも研究するし、外国でも研究する、
その成果をお互いに照らし合わせながら、より前進していただくことが本旨です。

【スライド -10〜12】
次に国内共同研究（年齢制限なし）です。

（国内共同研究（年齢制限なし）助成の受賞者の所属・氏名を発表する）

この「年齢制限なし」というのは、シニアな研究者の枠です。もちろん若い方がここに
応募されても結構なのですが、助成金額は同じですので、どちらが有利かご自身で判断さ
れればよいと思います。

いずれ「年齢制限なし」の方はもう少し増額したいと思いますので、また財団と相談さ
せていただきます。

【スライド -13〜15】
国内共同研究（満39歳以下）です。確かに若い方々はこちらに応募されていらっしゃい
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ました。

（国内共同研究（満39歳以下）助成の受賞者の所属・氏名を発表する）

【スライド -16】
助成案件評価のポイントを申し上

げます。「生物医学的研究ではない」。
ゲノム解析や、分子生物学的な研究
ではないということです。数年前ま
ではたくさんこういう応募があり、
それを理解していただくのに数年か
かりました。さらに、「ヒト・社会・
医療／保健システムなどを対象とす
る研究である」ということ。また、「国
民が最適な医療を受けることのでき
るシステムに関する研究」で、ここに
記載されているような課題です。

いずれの課題であっても、「時代の要請にマッチした研究」であることが求められます。
当然ながら、「独創性のある研究」をしていただくことと、「将来性のある萌芽的な研究」も
歓迎します。

申請にあたって、論文をたくさん書いていなければならないわけではありません。特に
若い方々については、論文がなくても、採択される可能性はあります。

申請書の書き方ですが、研究費のなかで旅費の占める割合が大きい、パソコンやソフト
ウェアの購入について、その必要性をチェックします。「研究の意図、期間」については、
しっかり書いてください。また、国際共同研究の場合には、ただ相手先を訪問するのみ、
あるいは学会出張のための旅費に使うことのないように、実質的な共同研究者を選んでく
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ださい。

以上で講評を終わらせていただきますが、受賞された先生方にお祝いを申し上げますと
ともに、この貴重な研究費によって、ヘルスリサーチの発展のために、頑張っていただき
たいと思います。


